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2022年5月の活動
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スポーツが持つ無限の可能性に挑戦し、
地域社会と共に「夢」と「幸せ」、そして「未来」を創出する。

【スポーツで繋がる、創る】

スポーツのチカラで人と人を繋ぎ、地域社会の未来を創るエンジンに

【あらゆる人に、スポーツを】

あらゆる人がスポーツを楽しみ、「夢」を追うことができる
環境・機会を創出し、地域社会にスポーツでもっと「幸せ」を

【この街から、世界へ】

世界で活躍できる選手を育成し、子供たちと地域社会に夢と未来を

F・マリノススポーツクラブ 理念
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2022年5月の活動一覧

No. 活動名 スライドNo.

1 #命つなぐアクション 4

2 横浜市 みんなのケータイリサイクル！ 5

3 LEADS TO THE OCEAN 海につづくプロジェクト 6

4 横浜F・マリノスと献血を応援‼キャンペーン 7

5 はまっ子交通あんぜん教室 8

6 ハマフェス Y163 9

7 スポーツだいすき！ 10

8 エンジョイフットボール 11

9 WOMANサッカー 12

10 ふぁんタイム 13

11 ランニングクラブ 14

12 横浜F・マリノスフトゥーロ 15

13 アカデミー（ユース） 16～18

14 アカデミー（ジュニアユース） 19～20

15 アカデミー（プライマリー） 21

16 サッカースクール・スペシャルクラス 22



【スポーツで繋がる・創る】活動レポート(22年5月)
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

#命つなぐアクション 日本体育大学による救護サポート
F・マリノススポーツクラブ / 日本体育大学保健医療学部救急医療学科

2022年5月7日 日産スタジアム

・「スポーツ中の心臓突然死をゼロにする」を目的に取り組む「#命つなぐアクション」の一環。
より安心安全な観戦環境を創るとともに、活動を通じてファン・サポーターへの啓発も狙う。

・日産スタジアムのホームゲームにおいて、日本体育大学保健医療学部救急医療学科の学生によって組成された
救護チームがAEDを装備してスタジアムを巡回し、有事の際には救護活動を行う。

・活動時には松田直樹さんの背番号である「3」のついたビブスを着用して活動を行う。

・5月7日以降の日産スタジアム開催のホームゲームで救護サポートを実施
・日本体育大学とは連携協定を締結しており、今後も「#命つなぐアクション」を共に推進していく

・詳細はこちらもご参照ください。

500000円(反射シール) 0円

地域貢献活動・復興応援活動など

活動写真添付

日産スタジアム来場者

https://www.f-marinos-sportsclub.com/news/hometown/2363/


【スポーツで繋がる・創る】活動レポート(22年5月)
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

・2/19 C大阪戦 17個
・2/23 川崎戦 14個

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

横浜市 みんなのケータイリサイクル！
横浜市資源循環局、横浜市内スポーツチーム

2022年2月~ 日産スタジアム

・リチウムイオン電池を含む電子機器の発火トラブルの防止
・携帯電話を構成するレアメタル（希少金属）のリサイクル促進
詳細はコチラも参照。

・スタジアムにて携帯電話回収ボックスを設置、ホームゲーム来場者から不要な携帯電話を回収する。
回収された携帯電話は障がい者就労施設にて分解される。

・横浜のスポーツチームが複数参画。

・21年シーズンからの継続実施活動。

0円 0円

地域貢献活動・復興応援活動など

横浜F・マリノスホームゲーム来場者

・3/2 神戸戦 18個
・3/6 清水戦 22個

・4/2 東京戦 35個
・5/7 名古屋戦 30個

https://www.f-marinos-sportsclub.com/news/hometown/719/


【スポーツで繋がる・創る】活動レポート(22年5月)
6

活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

LEADS TO THE OCEAN 海につづくプロジェクト（通称：LTO）
NPO法人海さくら、日本財団／プロスポーツチーム(22年5月時点：20チーム)

2022年5月7日(土) 日産スタジアム周辺

スポーツと清掃活動を軸に、海・自然環境への意識を高め、次世代に美しい自然を残すためのプロジェクト。
「海にゴミは行かせない！」を合言葉に、街から海に流れるごみを減らし、本来の美しい海・環境を取り戻す。
LTO活動の詳細は コチラ

日産スタジアムでのホームゲーム試合前にゴミ拾いを実施。
基本4時間前から試合開始までの間に実施しており、皆様のお好きな時間に参加可能。
年間に規定数以上のスタンプを集めると『ゴミ拾いマスター』に認定！（22シーズンは9個以上）

5/7(第56回) : 103名参加 集めたごみ(ごみ袋)の数：可燃ごみ 18袋、不燃ごみ 17袋

・1ヶ月ぶりとなる実施であったが、今回も多くの方が参加してくれた。
・今回も参加者が100名を越え、クラブ史上初の3回連続100名越えを達成！！！
・詳しくはLTO横浜F・マリノスページ内の活動レポートをご覧ください。
→ https://www.uminitsuzuku.com/f-marinos/
→ 5/7(第56回)の様子はコチラ

0円 0円

参加者増となる取り組みを検討中

地域貢献活動・復興応援活動など

全ての人

https://www.uminitsuzuku.com/#why
https://www.uminitsuzuku.com/f-marinos/
https://www.uminitsuzuku.com/f-marinos/report/20220507/


【スポーツで繋がる・創る】活動レポート(22年5月)
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

カードは10/8G大阪戦も含めて請求

横浜F・マリノスと献血を応援‼キャンペーン
神奈川県赤十字血液センター

2022年5月7日 日産スタジアム

コロナ禍で全国的に血液の安定確保が困難な状況が続いており、F・マリノスを通してより多くの方に活動の周知を行い、
献血にご協力を頂くために実施。

ホームゲームに配車された献血バスで400ml献血にご協力頂いた方へ「珪藻土コースター」または「マリノスケ×けんけつちゃん不織
布マスク2枚セット」をプレゼント。さらに、この日限定で水沼宏太選手の直筆サイン入りオリジナルメッセージカードもプレゼントさ
れた。また4月にもキャンペーンを実施し、横浜市内の献血ルームおよびホームタウンに配車した献血バスでご協力頂いた方に、コラボ
グッズがプレゼントされた。

5/7 400ml献血 50名

ホームゲームでの献血活動は毎年数回実施されており、多くのファン・サポーターの皆様に活動を認知して頂いている。
また、水沼選手のメッセージカードも非常に好評であった。

カード14,300 円 マスク＋コースター310,200円 カード22,000円

地域貢献活動・復興応援活動など

ホームゲーム来場者



【スポーツで繋がる・創る】活動レポート(22年5月)
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

・5/11 大曽根小学校 330名 ・5/19 太尾小学校 250名
・5/12 日吉南小学校 260名 ・5/25 北綱島小学校 200名
・5/18 綱島東小学校 210名 ・5/26 綱島小学校 250名

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

はまっ子交通あんぜん教室
港北区役所・港北警察署・港北交通安全協会・アネスト岩田株式会社

2022年5月~ 港北区内小学校

・神奈川県は交通事故件数が多い県。
少しでも交通事故を減らしていきたい入学したばかりの1年生や自転車事故が多い子どもたちに指導し
交通事故を減らしていきたい。

・小学1～3年生のうちの1学年を対象に歩き方教室、小学3年生以上のうちの1学年をを対象に自転車の乗り方を実施。
その他に死角実験や衝突実験を実施し、交通について学ぶ。

・右記写真を参照

0円 0円

地域貢献活動・復興応援活動など

港北区内小学生



【スポーツで繋がる・創る】活動レポート(22年5月)
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

ハマフェス Y163 トリコロールマーメイズステージ&体験会
ハマフェス Y163運営事務局

2022年5月28日 横浜スタジアム

・ハマフェス Y163に来場されるお客様にスポーツ(チアリーディング)の楽しさを知ってもらい、
体を動かすきっかけにしてもらう

・ハマフェスY163の「SPORTS PARK関内」にて、特設ステージでのトリコロールマーメイズのパフォーマンスと、
チアリーディング体験会を実施した。

・チアリーディング体験会には2回合計で30名程度が参加

・体験会には小さな子どもたちだけでなく、大人の方にも多くご参加いただき、世代を超えて、
体を動かす楽しさを体験してもらえた。

・体全体を使ったチアリーディングの動きをどの参加者も一生懸命覚えようとしているのが印象的であった。

500000円(反射シール) 0円

地域貢献活動・復興応援活動など

活動写真添付

ハマフェス Y163ご来場者



【あらゆる人に、スポーツを】活動レポート(22年5月)
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活動名

主催／協働

対象

実施日 実施場所

活動の目的

活動内容

活動の結果

活動の様子

試合結果
ニュース等

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

スポーツだいすき！（大和市出前講座）
大和市スポーツ課／大和シルフィード、F・マリノススポーツクラブ

2022年5月25日 つきみ野すこやか保育園園庭

・健康づくりの基本となるスポーツ活動の推進
・体を動かすことの楽しさやスポーツの面白さを体感してもらう

・大和市(スポーツ課)、大和シルフィード、横浜F・マリノスが連携して実施(3者連携は2021年度から)
・両クラブからコーチが参加して子どもたちへ指導
・動きづくり、ボールを使った運動、試合などの内容を実施

つきみ野すこやか保育園園長さん18名が参加

2022年度2園目のスポーツだいすき！
とても暑い中での実施であったが、参加した子どもたちは一生懸命ボールを追いかけていた。
また子どもたちだけでなく、先生たちも楽しそうに参加してくれていた。

11111111111円 11111111111円

インナー的に特に記載することがあれば
※外部展開用は赤塗部を下記バナーで隠してPDFに変換

ふれあいサッカープロジェクト・フトゥーロなど

つきみ野すこやか保育園の年長さん



【あらゆる人に、スポーツを】活動レポート(22年5月)
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活動名

主催／協働

対象

実施日 実施場所

活動内容

活動の様子

エンジョイフットボール
F・マリノススポーツクラブ

2022年5月5日、6日、22日 大和ゆとりの森、マリノストリコロールパーク新吉田

ウォーミングアップ・トレーニング・ゲーム

参加人数：延べ89名
カテゴリーを通常、女性、シニア（50歳以上）

ふれあいサッカープロジェクト・フトゥーロなど

18歳以上



【あらゆる人に、スポーツを】活動レポート(22年5月)
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活動名

主催／協働

対象

実施日 実施場所

活動内容

活動の様子

WOMANサッカー
F・マリノススポーツクラブ

2022年5月12日、19日、26日 マリノストリコロールパーク新吉田

ウォーミングアップ・トレーニング・ゲーム

参加人数：延べ34名

ふれあいサッカープロジェクト・フトゥーロなど

18歳以上の女性



【あらゆる人に、スポーツを】活動レポート(22年5月)
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活動名

主催／協働

対象

実施日 実施場所

活動内容

活動の様子

ふぁんタイム
F・マリノススポーツクラブ

2022年5月15日 マリノストリコロールパーク新吉田

ウォーミングアップ・トレーニング・ゲーム

参加人数：延べ27名

ふれあいサッカープロジェクト・フトゥーロなど

個別支援級、個別支援学校に通う 小学１～６年



【あらゆる人に、スポーツを】活動レポート(22年5月)
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活動名

主催／協働

対象

実施日 実施場所

活動の目的

活動内容

活動の結果

活動の様子

試合結果
ニュース等

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

ランニングクラブ
F・マリノススポーツクラブ

2022年5月7、14 、28 日（土） 新横浜公園周辺～鶴見川周辺

・ランニング活動を通して、マリノスファミリーの獲得
・ランニングの楽しさを体感することと、健康の寄与する活動
・正しいウォーミングアップの伝達

・新横浜公園内でウォーミングアップ、ストレッチ、鶴見川沿いをランニング
・正しいストレッチ、ウォーミングアップを行いケガを予防する
・体幹も鍛えながらランニング中のフォームが乱れないように鍛えます。

・参加者が定期的にマラソン大会など参加している。
その中で「ウエア」を着用してのマリノスを周知している。ファミリーの意識が高い。

・特に、28日のランニングはadidasさん企画の「RUN FOR THE OCEANS」でプラスティックゴミゼロの未来へ向かう道へのランニングを行いま
した。

・今回は新横浜公園内から鶴見川河川敷をW-UP含めて約10ｋｍのランニングでした。
・終了のストレッチも入念に行います。
※5月に入ってから良い気候も良くなりンニングが気持ちよく走れるようになりました。

インナー的に特に記載することがあれば
※外部展開用は赤塗部を下記バナーで隠してPDFに変換

ふれあいサッカープロジェクト・フトゥーロなど

活動写真添付

成人男性・女性



【あらゆる人に、スポーツを】活動レポート(22年5月)
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活動名

対象

実施日 実施場所

試合結果

第22 回全国障害者スポーツ大会「いちご一会とちぎ大会」リハーサル大会
兼 第22 回全国障害者スポーツ大会サッカー関東ブロック予選会

2022年5月21,22日 真岡市総合運動公園

横浜F・マリノスフトゥーロ
（知的障がい者 Aチーム）

1回戦 vs 群馬県 3-0 〇
準決勝vs 茨城県 4-0 〇
決勝 vs 東京都 1-2 ●

結果 準優勝

ふれあいサッカープロジェクト・フトゥーロなど



【この街から、世界へ】活動レポート(22年5月)
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アカデミー(ユース・ジュニアユース・プライマリー)

ユース



【この街から、世界へ】活動レポート(22年5月)
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アカデミー(ユース・ジュニアユース・プライマリー)

ユース

第46回 日本クラブユースサッカー選手権（U-18）本大会出場決定！



【この街から、世界へ】活動レポート(22年5月)
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アカデミー(ユース・ジュニアユース・プライマリー)

ユース



【この街から、世界へ】活動レポート(22年5月)
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アカデミー(ユース・ジュニアユース・プライマリー)

ジュニアユース



【この街から、世界へ】活動レポート(22年5月)
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アカデミー(ユース・ジュニアユース・プライマリー)

ジュニアユース追浜



【この街から、世界へ】活動レポート(22年5月)
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アカデミー(ユース・ジュニアユース・プライマリー)

プライマリー

5月3日～5日に開催されたチビリンピック2022JA全農杯全国選抜少年サッカー決勝大会において、
横浜F・マリノスプライマリーが第3位となりました。

https://www.tiktok.com/@chibirinpic/video/71
06483003982925057?_t=8SzcQBvrVhK&_r=1

準決勝ドキュメンタリー動画



【この街から、世界へ】活動レポート(22年５月)
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サッカースクール

スペシャルクラス

◆主な実施イベント

■J1リーグホームゲーム
5/7（土）vs名古屋グランパス 戦@しんよこフットボールパーク、日産フィールド小机
・GW親子サッカー／スクール交流戦（３年生）

■母の日親子サッカー開催
・北エリアで母の日親子サッカー教室を開催。

教室後には、カーネーションとメッセージカードをお母さんへプレゼント。

■にじいろくらすイベントを開催
・「新吉田校にじいろくらす」初めてのイベントを開催。

テーマは「しあいのルールをおぼえよう」

＜5月会員数＞
【北エリア】新吉田校：267名、東山田校：323名、中山校：90名、小机校：131名、ライフネット菅田校：48名
【中央エリア】二俣川校：360名、大和校：217名、ShunsukePark校：162名
【南エリア】京急上大岡校：288名、追浜校：277名、リーフスタジアム校：152名
【大人スクール】195名

サッカースクール・スペシャルクラス

◆各クラス(新横浜・追浜・大和)の活動報告

■スペシャルクラス全校交流ゲーム大会
・GW期間に、スペシャルクラス全校交流ゲーム大会を開催。
「スペシャルクラス各選手の意識・競技力向上」「集団における個人能力の発揮」を目的にスペシャルクラス3校の選手が参加。

掲載無し


